
平成23年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成23年1月28日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 因幡電機産業株式会社 上場取引所 東 大 

コード番号 9934 URL http://www.inaba.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 守谷 承弘

問合せ先責任者 （役職名） 取締役管理本部長 （氏名） 家郷 晴行 TEL 06-4391-1781
四半期報告書提出予定日 平成23年2月10日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 121,253 14.3 5,519 29.8 5,688 28.8 2,695 5.9
22年3月期第3四半期 106,108 △17.8 4,252 △37.8 4,415 △37.3 2,545 △17.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 122.66 122.62
22年3月期第3四半期 115.83 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 108,937 68,348 62.5 3,100.18
22年3月期 110,431 67,322 60.8 3,056.57

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  68,128百万円 22年3月期  67,170百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 74.00 74.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

78.00 78.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 159,000 4.5 6,600 5.3 6,800 2.1 3,400 △11.1 154.72



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対する金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の予想には、本資料の発表日現在の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測が含まれております。 
経済状況・市況環境等に係るリスクや不確定要因により実際の業績が記載の予想数値と異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q  23,400,000株 22年3月期  23,400,000株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  1,424,402株 22年3月期  1,424,204株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q  21,975,700株 22年3月期3Q  21,976,045株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の緊急経済対策や新興国の需要拡大により企業収益は改

善してきたものの、個人消費や設備投資は依然として低水準にあるなど、先行き不透明な状況には変わらず、厳し

い状況で推移しました。 

当社グループの係わる電設資材業界は、住宅減税政策や低金利の効果により住宅投資が持ち直してきたものの、

建設投資全体では依然として低迷しており、厳しい環境が継続しました。 

また、自社製品の係わる空調業界は、記録的な猛暑によって夏期のエアコン需要が急増し、平成22年度第３四半

期累計のルームエアコンの国内出荷台数は675万台（前年同期比24.6％増）となるなど、好調に推移しました。 

このような情勢のなか、当社グループは提案営業や新規開拓など積極的な営業活動に加え、猛暑による業績の押

し上げもあり増収増益となりました。 

この結果、連結売上高1,212億53百万円（前年同期比14.3％増）、連結営業利益55億19百万円（前年同期比

29.8％増）、連結経常利益56億88百万円（前年同期比28.8％増）、連結四半期純利益26億95百万円（前年同期比

5.9％増）となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

＜電設資材事業＞ 

建設投資が依然として低迷するなか、照明類をはじめとする電設資材全般の販売が本格的に回復するまでには至

りませんでしたが、エアコンや太陽光発電設備の販売が好調に推移するとともに、銅価格上昇の影響によって電線

ケーブル類の売上が大幅に増加した結果、連結売上高765億47百万円となりました。 

＜産業機器事業＞ 

堅調な海外需要や在庫調整の一巡を背景とした製造業の増産などにより、制御機器の売上が回復したことに加

え、液晶デバイスをはじめ電子部品の売上が大幅に増加した結果、連結売上高165億35百万円となりました。 

＜自社製品事業＞ 

猛暑を背景としたエアコンの需要拡大に伴い、主力製品である空調部材全般において売上が増加し、特に、家電

量販店向けの売上が大幅に増加しました。また、事業譲受による春日電機㈱の増収効果もあり、連結売上高280億

74百万円となりました。 

（２）連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年３月期の業績予想につきましては、現時点において平成22年10月28日公表の業績予想から変更しており

ません。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 重要な事項はありません。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・会計処理基準に関する事項の変更 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日） 

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用 

しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ８百万円減少し、税金等調整前四半期 

純利益は108百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は５百万円 

であります。 

・表示方法の変更 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、 

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に 

より、当第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の 

科目で表示しております。 

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 20,756 21,830

受取手形及び売掛金 43,733 46,477

有価証券 797 387

商品及び製品 7,641 5,845

仕掛品 90 34

原材料及び貯蔵品 433 374

その他 1,952 2,542

貸倒引当金 △25 △24

流動資産合計 75,380 77,467

固定資産   

有形固定資産   

土地 13,452 13,552

その他（純額） 6,691 7,062

有形固定資産合計 20,144 20,614

無形固定資産 2,037 1,641

投資その他の資産   

投資有価証券 9,129 8,772

その他 2,381 2,057

貸倒引当金 △136 △121

投資その他の資産合計 11,375 10,708

固定資産合計 33,557 32,964

資産合計 108,937 110,431

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 31,882 34,001

未払法人税等 1,200 1,225

賞与引当金 1,447 1,377

役員賞与引当金 49 71

その他 1,663 2,119

流動負債合計 36,243 38,794

固定負債   

退職給付引当金 43 44

その他 4,301 4,270

固定負債合計 4,345 4,315

負債合計 40,588 43,109
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,120 8,120

資本剰余金 8,328 8,328

利益剰余金 55,184 54,115

自己株式 △3,718 △3,717

株主資本合計 67,915 66,846

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 206 316

為替換算調整勘定 6 8

評価・換算差額等合計 212 324

新株予約権 100 36

少数株主持分 119 115

純資産合計 68,348 67,322

負債純資産合計 108,937 110,431
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 106,108 121,253

売上原価 90,701 102,475

売上総利益 15,407 18,777

販売費及び一般管理費 11,155 13,257

営業利益 4,252 5,519

営業外収益   

受取利息 81 58

受取配当金 122 135

仕入割引 560 611

その他 106 167

営業外収益合計 870 972

営業外費用   

支払利息 31 29

売上割引 645 737

その他 30 36

営業外費用合計 707 803

経常利益 4,415 5,688

特別利益   

固定資産売却益 94 －

投資有価証券売却益 10 －

その他 0 －

特別利益合計 104 －

特別損失   

投資有価証券評価損 15 656

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 100

固定資産売却損 0 71

固定資産除却損 1 4

その他 － 3

特別損失合計 17 837

税金等調整前四半期純利益 4,503 4,851

法人税、住民税及び事業税 1,459 2,508

法人税等調整額 501 △356

法人税等合計 1,961 2,151

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,700

少数株主利益又は少数株主損失（△） △2 4

四半期純利益 2,545 2,695
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 35,667 39,533

売上原価 30,685 33,317

売上総利益 4,981 6,215

販売費及び一般管理費 3,740 4,542

営業利益 1,240 1,673

営業外収益   

受取利息 26 19

受取配当金 45 50

仕入割引 177 204

その他 43 41

営業外収益合計 293 316

営業外費用   

支払利息 10 10

売上割引 201 238

その他 10 6

営業外費用合計 221 255

経常利益 1,312 1,734

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － △1

固定資産売却益 47 －

投資有価証券売却益 0 －

会員権貸倒引当金戻入額 0 －

その他 － △0

特別利益合計 48 △1

特別損失   

固定資産除却損 0 2

固定資産売却損 － 0

投資有価証券評価損 15 －

その他 － 3

特別損失合計 16 6

税金等調整前四半期純利益 1,344 1,725

法人税、住民税及び事業税 468 798

法人税等調整額 134 △25

法人税等合計 602 772

少数株主損益調整前四半期純利益 － 952

少数株主利益又は少数株主損失（△） △0 3

四半期純利益 741 949
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該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

〔セグメント情報〕 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日）  

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

当社グループは、独立した事業単位である各事業部及び各関係会社を業種別・商品別に区分し、「電設資材

事業」、「産業機器事業」及び「自社製品事業」の３つを報告セグメントとしております。  

「電設資材事業」は、電線ケーブル類、照明器具、配分電盤等の卸販売を行っております。「産業機器事

業」は、センサー、ＦＡ機器、電子機器等の卸販売を行っております。「自社製品事業」は、ペアコイル、ス

リムダクト、耐火キャップ等の製造販売を行っております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（注） 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、旅行取次業サービス等を含んでお

ります。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

  
電気機器事業 
（百万円） 

産業機器事業
（百万円） 

空調部材事業
（百万円） 

その他の事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高               

(1) 外部顧客に対する売

上高 
 75,566 11,838 18,633 69  106,108  － 106,108

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 136 600 1,826 32  2,595  △2,595 －

計  75,703 12,439 20,460 102  108,704  △2,595 106,108

営業利益  1,028 222 2,941 2  4,194  58 4,252

  （単位：百万円）

  

報告セグメント

その他 
（注） 

合計

電設資材事業 産業機器事業 自社製品事業 計

売上高             

外部顧客への売上高  76,547  16,535  28,074  121,157  96  121,253

セグメント間の内部売上高 
又は振替高  189  663  1,473  2,326  44  2,370

計  76,737  17,198  29,547  123,483  140  123,624

セグメント利益  1,340  635  4,388  6,364  10  6,375
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）  

（注） 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

該当事項はありません。 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しております。 

   

  

該当事項はありません。  

  

  

  （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計  6,364

「その他」の区分の利益  10

セグメント間取引消去  △25

全社費用（注）  △2,185

その他の調整額  687

四半期連結損益計算書の税金等調整前四半期純利益  4,851

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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